
































































織した新交響楽団（現在の NHK 交響楽団）と出演契約を結び、新交響楽団は JOAK シンフォニー

































































































































































































































12月 7 日夜に菅原明朗自身の指揮と新交響楽団（現在の NHK 交響楽団）の演奏により放送初演さ
れた。前述のように、「国民詩曲」とは、民謡を取り入れることを念頭におき、大衆にわかり
やすい国民音楽樹立を目標にして、作曲家に委嘱された管弦楽曲である。《明石海峡》は、約























原は楽器名や表情記号をフランス語で記載しており、曲は 4 分の 4 拍子で Avec nuance de 
cortège lent（ゆっくりとした行列のニュアンスで）と指示されている【譜例 1 】。ピアニシモから
始まり盛り上がる 8 小節の序奏の後、très chanté（よく歌わせて）と書かれた小クラリネットに



































2 】。ここで菅原は、一つの原形から生まれた旋律を第 1 主題、第 2 主題として、管弦楽法の
構想という面からソナタ形式になっているというレトリックを用いているが、そもそも二つの






































































































付記　本研究は JSPS 科研費 JP16K04719の助成を受けている。
注
（ 1 ）　堀内敬三「邦人作曲進出の機会」『月刊楽譜』第23巻第 1 号、1934年、3-4頁。

















































（36）　菅原明朗「日本歌曲に就いて」『音楽世界』第13巻第 8 号、1941年、 8 頁。
（37）　上記の NHK 交響楽団の前身とは異なるアマチュアの管弦楽団で、演奏される機会の少ない日本人
の作品を積極的に取り上げている。
（38）　「新交響楽団第91回演奏会　日本の交響作品展― 5 　菅原明朗　プログラム」1981年 4 月 5 日、5 頁。
（39）　同書、同頁。




















（48）　長谷川千秋「国民詩曲を聴く」『東京朝日新聞』1938年 5 月27日朝刊、 7 面。
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